
 

 

 

 

 11月に入り、朝晩冷え込み日中も気温が少しずつ下がってきています。そろそろイン

フルエンザや胃腸炎など冬の感染症も流行りだす時期です。 

「生活リズムを整える」「感染症予防対策」「日々の健康観察」を継続し、規則正しい

生活を心掛けましょう。 

服装で体温調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    すこやかだより   令 和 ４ 年 度 
                               臨 時 号 

                         京都府立舞鶴支援学校 

感染症予防 



 

日々の健康観察と検温の御協力ありがとうございます。微熱や頭痛、鼻汁や咳、

下痢やおう吐、倦怠感などの症状がある児童生徒が増えつつあります。今後感染症

の流行も懸念されます。引き続き「丁寧な健康観察で早期発見・早期対応」の御理

解、御協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

季節性のアレルギー症状の薬や風邪薬など短期の服薬について、学校では病院で

診察を受けられ症状に応じて処方された薬のみお預かりさせていただきます。 

薬の袋に「氏名・飲む日にち・飲む時刻（食間・食前・食後）・薬の名前」を明記

のうえ処方箋のコピーと一緒に御持参ください。 

服薬中でも症状があり普段の様子と違う場合は無理をせず休養をお勧めします。 

登校後発熱がなくても症状がある場合はお迎えをお願いすることもあります。ど

うか御理解、御協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

例 発症日 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 ８日目 

発症後 

２日目に解
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解熱後 
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インフルエンザによる出席停止について 

 ※インフルエンザにかかった場合の出席停止期間は、「発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後２日を経

過するまで」となっています。「発症」とは発熱を目安とし、日数を数える場合は、発熱等のインフルエンザ

症状が出た日は含まず、翌日を 1日目と数えます。【解熱（げねつ）・・熱が下がり、平熱にもどったこと】 

太枠の期間は、出席停止期間です 

丁寧な健康観察で早期発見・早期対応 
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服薬の取り扱いについて 
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